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や
県
教
委
と
連
携
し
た
教
員
の

魅
力
発
信
を
位
置
づ
け
た
。
先

日
福
島
大
学
の
二
年
生
約
二
百

名
に
「
教
員
の
魅
力
と
本
県
教

育
の
現
状
」
と
い
う
内
容
で
講

義
を
行
っ
た
。
ま
た
、
県
教
委

で
は
第
七
次
福
島
県
総
合
教
育

計
画
の
中
で
、「
福
島
な
ら
で

は
の
教
育
」
を
推
進
し
、「
学

び
の
変
革
」
と
「
学
校
の
在
り

方
の
変
革
」
を
掲
げ
た
。
多
忙

を
極
め
る
教
育
現
場
へ
の
支
援

に
今
こ
そ
組
織
を
あ
げ
て
努
め

て
い
き
た
い
。

　

さ
て
、
能
登
半
島
地
震
の
義

援
金
の
協
力
、
感
謝
申
し
上
げ

る
。
先
日
、
石
川
県
退
職
校
長

会
会
長
に
お
届
け
し
た
。

　

結
び
に
、
本
大
会
の
企
画
・

準
備
等
を
進
め
ら
れ
た
実
行
委

員
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
安
達
支

部
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
御
礼

と
感
謝
を
申
し
上
げ
、
あ
い
さ

つ
と
す
る
。…

（
要
旨
）

議
、
記
念
講
演
、
交
流
』
の
３
Ｋ

の
充
実
を
目
指
し
て
、
対
応
す
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
準
備
し
て
き

た
。

　

研
究
協
議
で
は
、
石
川・耶
麻・

い
わ
き
三
地
区
代
表
の
発
表
に
誠

意
を
も
っ
て
協
力
す
る
。
大
山
采

子
氏
の
講
演
で
は
、
父
親
の
大
山

忠
作
氏
へ
の
思
い
と
采
子
氏
ご
本

人
の
話
術
を
楽
し
む
。
交
流
会
で

は
、
各
支
部
の
よ
さ
や
課
題
を
再

確
認
し
、
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

し
て
頂
き
た
い
。

　

今
大
会
で
は
、
安
達
支
部
の

フ
ォ
ト
α
ク
ラ
ブ
の
作
品
展
示
を

試
み
た
。
今
大
会
が
、
退
職
後
の

生
活
を
輝
か
せ
、
生
き
が
い
づ
く

り
の
機
会
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

あ
い
さ
つ
と
す
る
。…

（
要
旨
）

 
大
会
会
長
あ
い
さ
つ

�

福
士　

寛
樹

　

本
日
、
創
立
六
十
年
記
念
第

五
十
八
回
福
島
県
公
立
学
校
退

職
校
長
会
二
本
松
大
会
が
盛
大

に
開
催
で
き
る
こ
と
は
、
こ
の

上
な
い
喜
び
で
あ
る
。

　

中
央
教
育
審
議
会
で
は
、
採

用
試
験
の
前
倒
し
実
施
に
加

え
、
小
学
校
に
お
け
る
教
科
担

任
制
を
三
・
四
年
か
ら
実
施
す

る
こ
と
や
教
職
調
整
額
を
四
％

か
ら
十
％
以
上
に
増
額
す
る
こ

と
を
提
言
し
た
。
本
県
で
は
小

学
校
の
教
員
採
用
試
験
の
倍
率

が
一
・
二
倍
に
低
下
し
て
い
る

こ
と
に
危
機
感
を
感
じ
、
本
会

の
重
点
項
の
一
つ
に
福
島
大
学

 

大
会
実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

�

伊
藤　

末
吉

　

本
日
は
各
支
部
代
表
等
の
参

加
を
頂
き
、
第
五
十
八
回
県
大

会
を
実
施
で
き
ま
す
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。

　

私
達
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

退
職
年
齢
が
六
十
五
歳
に
な
る
こ

と
に
併
せ
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る

が
、
私
達
は
常
に
社
会
の
変
化
に

対
応
し
、
理
想
に
向
け
て
行
動

し
て
き
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、『
研
究
協

　
創
立
六
十
年
記
念
第
五
十
八
回
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校

長
会
福
島
大
会
は
、
令
和
六
年
六
月
十
二
日
（
水
）、
二
本
松

市
の
「
二
本
松
御
苑
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
昨
年
度
に
続
き
、
通
常
開
催
と
な
り
、
創
立
六
十
年
記
念

に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
と
な
っ
た
。

二 本 松 大 会 順 序
Ⅰ　開�会�式	 10：30～11：10
　１　開式のことば
　２　国歌斉唱
　３　会長あいさつ
　４　大会実行委員長あいさつ
　５　来賓あいさつ
　　⑴　福島県教育委員会教育長 様
　　⑵　二本松市長 様
　６　来賓紹介・祝電披露
　７　閉式のことば
Ⅱ　講演	 11：20～12：20
　「生きることは描くこと、�生きることは演じること」
　 ～大山忠作とわたし～	 大山　采子	氏
Ⅲ　昼食・懇談（VTR視聴）� 12：20～13：10
Ⅳ　体験発表	 13：10～14：25
　１　石 川 支 部　小針　良仁
　２　耶 麻 支 部　神田　優子
　３　いわき支部　矢内　金五
Ⅴ　大会宣言	 14：35～14：45
Ⅵ　閉 会 式	 14：45～14：55
　１　開式のことば
　２　次期開催支部代表あいさつ
　３　閉式のことば

創
立
六
十
年
記
念
第
五
十
八
回
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

二
本
松
大
会 

開
催
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１　

父
の
生
い
立
ち

　

父
、
大
山
忠
作
は
二
本
松
市

出
身
で
、
生
家
は
染
物
問
屋
を

営
ん
で
い
た
。
田
舎
の
染
物
屋

で
野
良
着
を
藍
で
染
め
た
り
、

婚
礼
の
時
は
友
禅
を
染
め
た
り

と
何
で
も
屋
だ
っ
た
。
た
だ
、

着
物
の
見
本
が
た
く
さ
ん
あ
り

「
絵
描
き
に
な
る
土
壌
に
な
っ

た
の
か
な
」
と
父
が
話
す
こ
と

が
あ
っ
た
。
ま
た
父
は
、
成
績

も
優
秀
で
神
童
と
呼
ば
れ
て
い

た
よ
う
だ
。

　

二
男
だ
っ
た
父
は
、
二
本
松

の
小
学
校
卒
業
後
、
東
京
の
親

戚
の
養
子
に
な
る
。
当
時
の
日

本
は
軍
国
主
義
の
時
代
、
養
父

は
優
秀
な
父
を
軍
人
に
し
た
い

と
士
官
学
校
を
受
け
さ
せ
る
。

だ
が
父
は
絵
描
き
に
な
り
た
い

と
の
思
い
が
あ
り
軍
人
に
な
る

意
思
は
な
く
、
試
験
で
は
問
題

用
紙
を
裏
返
し
の
ま
ま
終
了
ま

で
絵
を
描
い
て
い
た
と
話
し
て

い
た
。
試
験
に
落
ち
た
父
は
、

養
父
に
内
緒
で
難
関
の
美
術
学

校
（
現
東
京
芸
大
）
を
受
け
た
。

絵
の
勉
強
も
し
な
い
、
裕
福
な

家
庭
で
も
な
い
父
が
、
す
ん
な

り
ス
ト
レ
ー
ト
で
合
格
し
た
こ

と
は
驚
き
な
の
だ
が
、
養
父
の

逆
鱗
に
触
れ
、
養
子
を
解
消
さ

れ
家
を
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ

の
後
は
横
浜
に
住
む
父
の
兄
に

世
話
に
な
り
美
校
に
通
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

２　

九
死
に
一
生
を
得
て

帰
国

　

学
徒
動
員
、
父
も
（
映
像
に

あ
る
）
神
宮
外
苑
の
行
進
に
参

加
し
、
特
攻
隊
と
し
て
出
兵
し

た
。
い
よ
い
よ
戦
況
が
怪
し
く

な
り
父
の
隊
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

向
か
っ
た
。
し
か
し
、
前
の
隊

が
、
身
動
き
が
取
れ
な
い
状
況

で
父
た
ち
は
三
艘
の
船
で
台
湾

へ
退
却
す
る
。
途
中
、
敵
襲
に

遭
い
最
後
尾
の
船
が
轟
沈
。
父

が
乗
っ
た
船
も
操
行
不
能
に
な

り
沈
没
。
父
は
海
面
の
木
っ
端

に
し
が
み
つ
い
た
。
目
の
前
に

は
マ
ニ
ラ
湾
の
美
し
い
夕
日
。

ガ
ッ
、
ガ
ッ
、
ガ
ッ
と
沈
ん
で

い
く
の
を
眺
め
「
あ
の
夕
日
が

沈
ん
だ
ら
自
分
も
」
と
覚
悟
し

て
い
た
。
そ
の
時
、
引
き
返
し

て
き
た
一
艘
目
の
船
が
現
れ
、

父
は
救
助
さ
れ
た
。

　

終
戦
後
、
内
地
に
帰
る
と
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
方
針
で
す
で
に
第
一

回
日
展
が
行
わ
れ
て
い
た
。
父

は
、
こ
れ
か
ら
自
分
は
絵
だ
け

を
描
い
て
生
き
よ
う
と
堅
く
心

に
誓
い
、
半
年
後
の
第
二
回
日

展
か
ら
出
展
し
、
以
後
落
選
知

ら
ず
で
、
追
う
ご
と
に
画
壇
を

上
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

３　

父
の
後
ろ
姿
を
見
て

成
長
し
た
幼
少
期
の
私

　

父
は
遠
縁
に
当
た
る
母
と
結

婚
し
私
が
生
ま
れ
た
。
父
は
無

口
で
画
室
に
こ
も
っ
て
絵
を
描

く
こ
と
を
何
よ
り
も
好
み
、
夏

休
み
で
も
二
本
松
に
帰
省
す
る

こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
。
私
は

父
か
ら
叱
ら
れ
た
り
勉
強
し
な

さ
い
と
言
わ
れ
た
り
す
る
こ
と

は
な
く
、
た
だ
「
学
校
を
休
む

な
」
と
だ
け
は
言
わ
れ
、
決
め

た
こ
と
を
や
り
通
す
よ
う
教
え

ら
れ
た
。
通
知
票
を
見
せ
る
と

「
上
等
」
の
一
言
だ
け
。
普
通

の
家
と
は
違
う
と
感
じ
て
い
た

が
、
冷
た
い
と
か
愛
さ
れ
て
い

な
い
と
感
じ
た
こ
と
は
な
く
、

母
が
父
を
尊
敬
す
る
よ
う
に
私

も
父
を
尊
敬
し
て
い
た
。

４　

生
涯
を
か
け
て
「
演

じ
る
」

　

私
は
あ
る
写
真
を
き
っ
か
け

に
グ
ラ
ビ
ア
や
テ
レ
ビ
の
仕
事

が
入
り
、
シ
ン
デ
レ
ラ
ガ
ー
ル

と
言
わ
れ
、
菅
原
文
太
主
演
番

組
で
女
優
デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
多

く
の
番
組
に
出
演
す
る
中
、
私

を
厳
し
く
育
て
て
く
れ
た
母
が

が
ん
で
余
命
一
、
二
か
月
と
診

断
さ
れ
、
全
て
の
仕
事
を
キ
ャ

ン
セ
ル
し
、
母
の
そ
ば
で
母
が

し
た
い
と
い
う
こ
と
を
一
緒
に

や
っ
た
。
そ
の
後
母
と
の
半
年

間
は
、
神
様
が
く
れ
た
本
当
に

宝
物
の
よ
う
な
親
子
で
い
ら
れ

る
大
事
な
時
間
に
な
っ
た
。

　

母
が
他
界
し
仕
事
の
こ
と
を

考
え
た
が
、
ふ
と
気
が
付
く
と

ま
だ
現
役
の
父
が
い
る
。
女
優

で
い
る
よ
り
も
父
の
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
方
が
、
文
化
的
に
価
値

が
あ
る
と
思
い
、
仕
事
に
戻
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

非
凡
な
才
能
に
恵
ま
れ
た
父

の
生
涯
は
「
生
き
る
こ
と
は
描

く
こ
と
」
だ
っ
た
。

　

で
は
私
に
と
っ
て
生
き
る
こ

と
と
は
何
だ
ろ
う
。
日
々
思
う

の
は
、
人
様
の
役
に
立
っ
て
い

る
か
、
明
る
い
態
度
で
接
し
て

い
る
か
、
不
愉
快
な
顔
を
し
て

い
な
い
か
を
心
掛
け
て
い
る
。

こ
れ
が
私
の
演
じ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

　

仏
教
に
「
顔
施
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
が
、
私
は
い
つ
も
に

こ
や
か
で
い
る
か
、
人
に
よ
っ

て
態
度
を
変
え
て
い
な
い
か
な

ど
を
意
識
し
演
じ
て
い
る
。
繰

り
返
し
演
じ
る
こ
と
で
い
つ
か

身
に
付
き
、
地
に
な
る
と
信
じ

て
。「
生
き
る
こ
と
は
演
じ
る

こ
と
」、
私
は
生
涯
を
か
け
て

演
じ
、
そ
の
名
優
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

…

（
安
達
支
部　

遠
藤
春
光
）

講 演
『
生
き
る
こ
と
は
描
く
こ
と
、
生
き
る
こ
と
は

　 

演
じ
る
こ
と
』　
～
大
山
忠
作
と
わ
た
し
～

大
山　

采
子�

氏
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は
じ
め
に

　

石
川
町
は
日
本
三
大
ペ
グ
マ

タ
イ
ト
産
地
と
自
由
民
権
発
祥

の
地
と
し
て
有
名
な
所
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
わ
た
し
の
今
の
仕

事
は
先
人
が
残
し
た
資
料
や
鉱

物
等
の
整
理
を
し
て
い
る
。

１　

旧
石
川
町
立
歴
史
民
俗

資
料
館
の
実
態
と
移
転
理
由

　

開
館
か
ら
築
五
十
年
（
令
和

六
年
現
在
）
が
経
過
し
て
、
老

朽
化
と
と
も
に
年
々
収
蔵
す
る

歴
史
資
料
や
鉱
物
標
本
等
が
増

加
し
展
示
ス
ペ
ー
ス
や
収
蔵
庫

に
空
き
が
な
い
状
況
に
な
っ
た

こ
と
が
主
な
理
由
で
あ
る
。

２　

新
石
川
町
立
歴
史
民
俗

資
料
館
移
設
事
業
費
と
工

事
経
過
に
つ
い
て

　

移
転
事
業
費
は
六
億
千
六
百

万
円
で
国
の
空
き
家
再
生
事
業

と
過
疎
対
策
費
を
活
用
し
て
い

る
。

石川町歴史民俗資料館
移転オープンにあたって

石川支部
小針　良仁

　

令
和
三
年
三
月
に
土
地
と
建

物
を
購
入
し
、
新
資
料
館
の
設

計
と
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
後
、

館
外
部
と
内
部
の
工
事
を
行
っ

て
、
令
和
六
年
四
月
二
十
七
日

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

３　

新
し
い
資
料
館
の
展
示

構
成
に
つ
い
て

　

常
設
展
示
室
内
の
工
事
を

行
っ
て
い
る
間
に
私
は
、
歴
史

民
俗
資
料
館
検
討
委
員
会
の
一

人
と
し
て
参
加
し
、
基
本
構

想
・
基
本
計
画
を
策
定
し
て
常

設
展
示
室
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
石

川
町
の
歴
史
に
は
、
常
に
鉱
物

と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
、
鉱
物
を
展
示
室
の
中

心
に
も
っ
て
い
き
、
石
川
町
の

通
史
と
鉱
物
と
の
関
わ
り
を
対

比
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

つ
ま
り
、
石
川
町
の
歴
史
や
文

化
を
生
み
出
し
た
背
景
に
は
、

豊
富
な
鉱
物
資
源
の
存
在
が

あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
展
示
に
し
て
い
く
こ

と
に
し
た
。

　

常
設
展
示
室
の
展
示
構
成
の

立
案
は
、
職
員
八
名
（
歴
史
四

名
、
鉱
物
四
名
）
と
展
示
業
務

委
託
業
者
で
検
討
し
、
五
つ
の

ゾ
ー
ン
に
分
け
て
立
案
・
展
示

し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

①
石
の
ま
ち
シ
ア
タ
ー
ゾ
ー
ン

　

歴
史
民
俗
資
料
館
の
見
学
に

あ
た
っ
て
の
導
入
映
像
で
「
大

地
と
人
々
が
織
り
な
す
物
語
」

を
放
映
し
て
い
る
。
ま
た
、
県

の
天
然
記
念
物
に
な
っ
て
い
る

ペ
グ
マ
タ
イ
ト
鉱
物
二
十
六
種

類
五
十
個
を
展
示
し
、
ペ
グ
マ

タ
イ
ト
の
で
き
方
に
つ
い
て
の

解
説
図
を
展
示
し
て
い
る
。

②
石
川
町
の
歴
史
ゾ
ー
ン

　

原
始
時
代
か
ら
近
代
ま
で
の

石
川
町
の
歴
史
を
時
系
列
に
展

示
し
て
い
る
。

③
石
川
の
大
地
と
岩
石
・
鉱
物

ゾ
ー
ン

　

石
川
町
の
地
質
や
鉱
山
の
歴

史
、
石
に
ま
つ
わ
る
戦
争
と
平

和
に
つ
い
て
展
示
し
て
い
る
。

④
石
川
町
の
歴
史
に
残
る
人
々

ゾ
ー
ン

　

自
由
民
権
運
動
発
祥
の
地
と

し
て
河
野
広
中
、
吉
田
光
一
ら

の
関
わ
り
を
解
説
し
て
い
る
。

石
川
の
鉱
物
を
世
に
広
め
た
人

物
と
し
て
森
嘉
種
、
三
森
た
か

子
、
飯
盛
里
安
を
紹
介
し
、
石

川
の
石
が
世
界
的
に
有
名
に

な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
解
説
展

示
し
て
い
る
。

⑤
石
川
町
の
民
俗
ゾ
ー
ン

　

石
川
町
の
生
活
（
衣
・
食
・

住
）
や
産
業
（
養
蚕
・
馬
産
・

炭
焼
）
信
仰
（
祈
り
・
祭
り
・

行
事
）
を
紹
介
し
て
い
る
。

４　

館
内
の
便
利
説
明
案
内

ア
イ
テ
ム

①
床
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
…
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
床

面
に
「
石
川
町
の
文
化
財
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
」
を
設
置
し
た
。

②
Ｖ
Ｒ
展
示
…
和
久
観
音
山
鉱

山
（
県
指
定
天
然
記
念
物
）

の
Ｖ
Ｒ
体
験
が
で
き
る
。

③
自
立
走
行
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

る
展
示
案
内
…
職
員
が
手
薄

に
な
っ
て
も
常
時
解
説
が
可

能
に
な
っ
た
。

５　

今
後
の
課
題

①　

入
館
者
を
い
か
に
増
や
す

か
…
情
報
発
信
の
工
夫
と
企

画
展
開
催
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。

②　

施
設
管
理
費
お
よ
び
施
設

改
修
費
…
図
書
閲
覧
室
の
改

修
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

③　

岩
石
・
鉱
物
の
資
料
台
帳
、

文
化
財
資
料
台
帳
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
き
た

い
。

体験発表①

新石川町立歴史民俗資料館外観

常設展示室（歴史ゾーン）
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３人の教えの副読本

なかよくたくましく生きる

　
「
人
づ
く
り
の
指
針
」
は
、
喜

多
方
市
に
お
け
る
人
間
性
を
育

む
考
え
方
で
あ
る
。
策
定
の
段

階
か
ら
長
年
に
わ
た
っ
て
退
職

校
長
会
の
沢
山
の
先
輩
方
が
関

わ
っ
て
き
て
い
る
の
を
引
き
継

ぎ
、
現
在
私
も
関
わ
っ
て
い
る
。

１　

は
じ
め
に

　

喜
多
方
市
は
平
成
十
八
年
の

合
併
か
ら
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
教

え
の
共
有
化
が
必
要
と
の
声
が

出
て
き
た
。
ま
た
同
年
に
教
育

基
本
法
の
改
正
が
あ
り
「
家
庭

教
育
」
や
「
伝
統
の
継
承
」
な

ど
が
加
え
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

策
定
中
の
平
成
二
十
三
年
に

は
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

助
け
合
い
の
重
要
性
が
叫
ば
れ

た
。
こ
れ
ら
を
背
景
に
、
子
ど

も
向
け
の
指
針
「
な
か
よ
く
た

く
ま
し
く
生
き
る
」
と
大
人
向

け
の
指
針
「
未
来
を
拓
く
喜
多

方
人
」
が
策
定
さ
れ
た
。「
検

討
委
員
会
」
の
中
に
退
職
校
長

二
人
が
委
員
と
し
て
加
わ
り
、

委
員
長
も
務
め
た
。
審
議
に
あ

た
っ
て
は
、
市
内
九
団
体
か
ら

の
意
見
を
聞
き
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ

形
式
を
大
切
に
し
た
。
そ
の
中

に
は
喜
多
方
に
関
わ
る
先
人
達

の
教
え
を
普
及
す
る
三
つ
の
団

体
も
含
ま
れ
て
い
て
、
こ
れ
ら

の
団
体
に
も
退
職
校
長
が
入
っ

て
い
る
。

　

最
初
に
子
ど
も
向
け
を
策
定

し
、
そ
の
内
容
を
受
け
て
大
人

向
け
を
策
定
し
た
。
今
か
ら
十

三
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

２　

根
底
を
流
れ
る
教
え

○
中
江
藤
樹
の
藤
樹
学
の
教
え

　

江
戸
時
代
の
藤
樹
学
は
、
陽

明
学
の
流
れ
を
く
ん
だ
学
問
で

「
心
の
学
問
」
と
言
わ
れ
て
い

る
。
自
分
の
美
し
い
心
を
磨
い

て
行
動
す
る
こ
と
を
重
ん
じ

る
。
喜
多
方
の
有
志
は
京
都
ま

で
行
き
藤
樹
学
を
学
び
、
そ
の

教
え
の
勉
強
会
が
約
二
百
二
十

年
間
に
わ
た
り
続
い
て
き
た
。

○
瓜
生
岩
子
の
教
え

　

幕
末
に
生
ま
れ
た
瓜
生
岩
子

は
社
会
福
祉
の
母
と
言
わ
れ
、

戊
辰
戦
争
で
は
、
敵
味
方
の
別

な
く
救
護
活
動
を
行
い
、
日
本

の
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
。
慈
悲
の
心
で
貧
し

い
子
ど
も
達
と
母
親
の
救
済
教

育
に
尽
力
し
た
。

○
蓮
沼
門
三
の
教
え

　

明
治
初
期
に
生
ま
れ
た
蓮
沼

門
三
は
、
社
会
教
育
の
先
駆
者

と
言
わ
れ
る
。
東
京
府
師
範
学

校
在
学
中
に
寄
宿
舎
で
の
美
化

活
動
を
は
じ
め
、
全
て
の
人
が

幸
せ
に
な
る
明
る
い
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
て
「
修
養
団
」
を

設
立
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
先
人
達
の
教
え

が
、
指
針
の
中
の
一
つ
一
つ
の

言
葉
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

３　

実
践
の
様
子

○　

人
づ
く
り
の
指
針
推
進
会

議
退
職
校
長
二
名
が
委
員
と

し
て
加
わ
り
、
様
々
な
意
見

を
出
し
て
い
る
。
私
も
こ
の

会
議
の
委
員
と
し
て
四
年
目

に
な
る
。

　
　

意
見
と
し
て
出
し
て
き
た

主
な
も
の
は
広
報
の
工
夫
と

子
ど
も
用
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

見
直
し
で
あ
る
。
指
針
の
中

か
ら
子
ど
も
達
が
自
分
の
目

当
て
を
立
て
て
実
行
す
る
こ

と
が
重
要
だ
と
の
思
い
か

ら
、
書
き
込
み
式
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
に
改
訂
し
た
。

○　

学
校
・
公
民
館
等
で
の
推

進
…
市
内
小
学
校
の
共
通
実

践
と
し
て
友
達
の
良
さ
を
見

つ
け
合
う
「
な
か
た
く
タ
イ

ム
」
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

副
読
本
「
先
人
か
ら
の
贈
り

物
」
や
啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用

し
て
い
る
。
公
民
館
で
は
、

退
職
校
長
が
講
師
と
な
り
、

人
づ
く
り
の
指
針
の
講
座
を

開
催
し
て
い
る
。

４　

未
来
に
向
け
て

　

策
定
か
ら
十
年
以
上
が
過

ぎ
、
こ
れ
か
ら
も
大
人
、
特
に

家
庭
へ
の
周
知
を
継
続
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
子
ど
も
一
人
一
人

が
目
標
を
設
定
し
実
践
し
自
己

評
価
す
る
こ
と
の
繰
り
返
し
に

よ
り
、
自
尊
感
情
や
自
己
有
用

感
の
育
成
を
続
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
る
。そ
れ
が
、

最
終
的
に
指
針
の
最
後
の
言
葉

「
く
じ
け
な
い
強
い
心
を
持
っ

て
目
標
に
向
か
っ
て
や
り
抜
き

ま
す
」
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
場

と
機
会
を
捉
え
て
関
わ
り
を
続

け
て
い
き
た
い
。

「人づくりの指針」への
　　関わりを通して

耶麻支部
神田　優子

体験発表②
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は
じ
め
に

　

退
職
後
、
植
田
公
民
館
に
社

会
教
育
指
導
員
と
し
て
勤
務
し

て
い
た
時
に
、
い
わ
き
市
勿
来

関
文
学
歴
史
館
の
吉
田
館
長
よ

り
講
演
の
依
頼
が
あ
り
、「
富
士

山
の
見
え
る
阿
武
隈
の
山
々
」

の
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
っ
た
。

当
日
は
定
員
三
十
名
の
と
こ
ろ

に
五
十
名
を
超
す
参
加
が
あ
っ

た
。
遠
く
は
東
京
や
白
河
か
ら

来
ら
れ
た
方
も
あ
り
、
会
場
の

吹
風
殿
の
板
張
り
の
間
で
は
収

容
し
き
れ
ず
、
一
部
の
聴
講
者

に
は
そ
の
脇
の
畳
の
間
に
座
っ

て
聴
い
て
い
た
だ
い
た
。

　

今
回
は
、
沢
い
わ
き
支
部
長

の
推
薦
で
体
験
発
表
を
し
た
。

会
場
で
は
村
田
幹
事
長
の
協
力

を
受
け
、
映
像
で
説
明
し
た
。

富士山の見える
阿武隈の山々
いわき支部

矢内　金五

１　

富
士
山
の
見
え
る
北
限

の
山
「
日
山
」（
天
王
山
）

①　

平
成
十
二
年
一
月
十
日
に

山
頂
の
展
望
台
か
ら
撮
影
さ

れ
、
富
士
山
か
ら
の
方
向
と

距
離
は
北
東
二
百
九
十
九
㎞

で
あ
る
。

②　

日
山
の
巡
検
は
十
月
二
十

一
日
に
実
施
し
た
。
田
沢
登

山
口
か
ら
登
り
、
牧
場
の
脇

や
林
の
中
の
遊
歩
道
を
進

み
、
約
一
時
間
で
頂
上
に
到

着
し
た
。
こ
の
日
は
秋
晴
れ

で
、
東
に
太
平
洋
、
西
に
吾

妻
、
安
達
太
良
連
峰
、
遠
く

に
は
磐
梯
山
、
那
須
の
山
々

も
遠
望
で
き
た
。

③　

最
近
、
近
く
の
羽
山
（
麓

山
）
で
富
士
山
が
撮
影
さ

れ
、
富
士
山
の
見
え
る
最
北

の
山
は
、
日
山
か
ら
羽
山
へ

移
動
し
た
。

２　

富
士
山
の
見
え
る
山

「
三
株
山
」

①　

い
わ
き
市
と
古
殿
町
の
境

に
あ
る
山
で
、
展
望
台
に
登

る
と
富
士
山
が
見
え
る
こ
と

を
示
す
掲
示
板
が
あ
り
、
富

士
山
の
見
え
る
方
向
な
ど
を

確
認
で
き
る
。

②　

三
株
山
へ
行
く
に
は
、
い

わ
き
市
田
人
町
貝
泊
か
ら
古

殿
町
に
入
り
、
峠
を
下
る
所

の
三
差
路
を
右
折
す
る
。
道

な
り
に
進
む
と
急
に
視
界
が

広
が
り
草
原
が
目
に
入
る
。

山
頂
入
り
口
の
看
板
の
あ
る

と
こ
ろ
で
左
折
す
る
と
目
的

地
に
到
着
で
き
る
。

③　

三
株
山
か
ら
の
富
士
山
の

撮
影
は
平
成
十
二
年
十
二
月

二
十
三
日
午
前
八
時
と
午
後

四
時
に
行
わ
れ
た
。

④　

富
士
山
の
姿
は
、
日
山
よ

り
は
三
株
山
か
ら
見
た
方
が

美
し
い
。

お
わ
り
に

　

阿
武
隈
の
山
々
を
紹
介
し
た

が
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た

富
士
山
に
比
べ
れ
ば
ス
タ
イ
ル

や
若
さ
の
面
で
人
を
ひ
き
つ
け

る
力
が
弱
い
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
阿
武
隈
高
地
の
一

部
は
長
い
地
球
の
歴
史
の
中
で

一
度
も
海
底
に
な
っ
た
こ
と
の

な
い
場
所
が
あ
る
。そ
の
た
め
、

地
球
の
「
生
き
証
人
」
と
し
て

日
本
列
島
の
生
い
立
ち
を
探
る

ヒ
ン
ト
を
提
供
し
て
く
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
も
阿
武
隈
の
魅

力
に
惹
か
れ
、
河
川
争
奪
や
ペ

グ
マ
タ
イ
ト
な
ど
の
研
究
か
ら

世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を
送
り

出
し
て
き
た
。
ま
さ
に
、
阿
武

隈
は
若
い
科
学
者
を
育
て
る

「
母
な
る
大
地
」
で
あ
る
。

体験発表③

勿来関文学歴史館での講演の様子

三株山の展望台から撮影され
た富士山

箱根から見た富士山

日山の展望台から撮影された富士山
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大　会　宣　言
　私たち福島県公立学校退職校長会は、創立以来、先人の教育に寄せる熱い思いと献身的な取
組を継承して半世紀にわたる歴史を重ねて来た。この間、自らの生活の向上、地域社会の伸展、
そして本県教育振興への寄与と発展のために様々な取組を行ってきた。
　しかしながら、東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故によって、私たちの生
活は大きく様変わりし、１3年が経過した。被災地区においては現在もなお原発事故の収束と復
興・創生への遠い道のりが続いている。また、新型コロナウイルス感染症が世界的に猛威を振
るい、本県においても憂慮すべき事態が続いている。
　このような中にあって、私たちは、本会の存在意義を改めて見つめ直し「双葉の灯を消さな
い」よう、組織のもつ力を活かすとともに、これまで積み重ねてきた会員一人一人の経験と知
恵を活かし、ふるさと復興・創生の支援活動を進めてきた。また、感染予防を徹底しながら本
会並びに各支部活動を展開しているところである。
　ここに、創立６０年記念第5８回二本松大会の開催にあたり、下記事項の実現に向けて決意を新
たにするものである。

記
一　ふるさと・ふくしまの復興・創生に向けて、地域社会の活動に積極的に協力し、一人一人
が生きがいをもって生活することができるよう努める。

一　さらなる魅力ある会を目指すとともに、本会ホームページ等の情報をもとに、相互に支部
活動や地域社会貢献活動を充実させ、会員同士のふれ合いや支え合いを一層深めるよう努め
る。

一　本県の未来を担う子どもたちの豊かな心とたくましく生きる力を育むための教育環境の整
備が図られるよう、教育機関や関係諸団体と連携を密にし、会員の経験を活かした支援活動
の実践・充実に努める。

一　退職後の生活の再建・安定のために、年金生活が保障され、保険・医療・福祉等の制度が
より充実されるよう、関係団体との連携を図りながら要望活動の強化に努める。

一　ガイドラインに基づき、感染症の予防対策を徹底する。併せて健康長寿を目指す。
　　　令和６年６月１２日
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